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・挨拶 鈴木南海雄会長
・大会実施要領
・大会参加チーム一覧表
・2024年度連盟加入者
・大会試合結課表

・5 0周年のお祝い寄稿文をいた
だきました。
ご紹介いたします。
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戦後日本のサッカーは、後進圏であるアジアでも相手にされない状態でしたが、
日本のサッカーが1964年の東京オリンピックの強化を目的に西ドイツから1960年
に、のちの『日本サッカーの父』と呼ばれるデッドマールクラマー氏をコーチとし
て招いたのがきっかけで彼のすばらしい力で日本のサッカーが息を吹き返すことに
なりました。

1969年に第１回FIFAコーチングスクールを開催し全国から多くの指導者が参加
し、そこで学んだコーチが次ぎのコーチを育て日本中の少年団が活発に活躍するこ
とになり、それに呼応するように負けじと“昔とった杵づか”ならぬオールドOBのシ
ニアの活躍が広まった。ちょうどその頃1974年神戸に集まった11チーム350名で
西日本OBサッカー連盟が立ち上がり、ここ日本で初のシニアサッカーの連盟組織が
生れました。もちろんその時には日本サッカー協会はシニアまでは手が廻らずなん
と第１回JFA全国シニアO-60大会が開催されたのは2000年（平成12年）になって
からです。

前年の1973年には名古屋500クロウズ、翌年の1975年には浜松怪童クラブと
いった具合に次から次へとシニアサッカーチームが生まれ西日本OBサッカー連盟は
今では52チーム、約2,000人の文字通り日本一のシニアサッカー連盟になっており
ます。

その活動の原点は『生涯現役』『親睦第一』『勝敗第二』で疲れたら退場、快復
したら出場というルールにも工夫パンツの色も60代で赤、70代で銀、80代で金、
そして85で紫とお互いリスペクトと連帯感がもてるべく西日本OBサッカー連盟独
自のルールがつくられています。

今日の日本サッカーの繁栄の基礎をつくってきたという自負とほこりを75歳に
なっても80歳になっても持ち続け、まだまだ若いものには負けられないというクラ
マーコーチが日本選手にほめたたえた『大和魂』を心にひめ、皆様と一緒に楽しい
サッカー人生を送りたいと思います。

以 上
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大会
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西日本OBサッカー連盟創立50周年記念大会参加チーム一覧表

5



6



7



西日本OBサッカー連盟創立50周年記念大会試合結果表
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西日本OBサッカー連盟創立50周年記念大会試合結果表
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西日本OBサッカー連盟創立50周年記念に寄せて

創立50周年に際しまして、連盟OB・会員の
方々からお祝いの寄稿文をいただきました。
ご紹介いたします。

・大会お祝い寄稿文ご紹介
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寄稿者
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